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髙橋孝輔, 嶋倉　茜, 森　智崇, 小澤栄介, 安田一朗, 中尾一彦：胆石性胆管炎・胆石性膵炎に対する緊急ドレナー

ジ．. 消化器クリニカルアップデート 5(1): 26-32, 2023.
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器内視鏡 35(11): 1529-1533, 2023.

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

中尾一彦・病院長、
教授

理事 日本消化器病学会

0 0 7 1 41 71

中尾一彦・病院長、
教授

九州支部評議員 日本消化器病学会

中尾一彦・病院長、
教授

九州支部監事 日本消化器病学会

中尾一彦・病院長、
教授

九州支部幹事 日本内科学会

中尾一彦・病院長、
教授

評議員 日本内科学会

中尾一彦・病院長、
教授

卒後教育委員会担当理事 日本消化器病学会

中尾一彦・病院長、
教授

九州支部評議員 日本消化器内視鏡学会

中尾一彦・病院長、
教授

財団評議員 日本消化器病学会

中尾一彦・病院長、
教授

利益相反委員副担当理事 日本消化器病学会

中尾一彦・病院長、
教授

西部会評議員 日本肝臓学会

中尾一彦・病院長、
教授

評議員 日本肝臓学会

中尾一彦・病院長、
教授

九州支部監事 日本消化器内視鏡学会

中尾一彦・病院長、
教授

社団評議員 日本消化器内視鏡学会

中尾一彦・病院長、
教授

幹事 日本肝癌研究会

中尾一彦・病院長、
教授

欧文誌編集委員 日本肝臓学会

中尾一彦・病院長、
教授

肝臓専門医制度審議会委員 日本肝臓学会
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中尾一彦・病院長、
教授

世話人 日本肝癌分子標的治療研究会

中尾一彦・病院長 特定疾患審査委員 長崎県

中尾一彦・病院長 肝炎対策協議会委員 長崎県

中尾一彦・病院長、
教授

世話人 日本肝細胞研究会

中尾一彦・病院長 国民健康保険診療報酬審査委員会委員 長崎県

中尾一彦・病院長、
教授

内科チェアマン 長崎大学病院

宮明寿光・准教授 評議員 日本消化器病学会

中尾一彦・病院長
インターフェロン治療に係る医療費助成認
定協議会委員

長崎県

中尾一彦・病院長、
教授

保健医療対策協議会がん対策部会大腸がん
委員会委員長

長崎県

宮明寿光・准教授 評議員 日本肝臓学会

山口直之・准教授 九州支部評議員 日本消化器病学会

宮明寿光・准教授 九州支部評議員 日本消化器病学会

宮明寿光・准教授 西部会評議員 日本肝臓学会

山口直之・准教授 九州支部理事 日本消化管学会

赤澤祐子・教授 評議員 日本内科学会

山口直之・准教授 学会評議員 日本消化器内視鏡学会

山口直之・准教授 九州支部評議員 日本消化器内視鏡学会

赤澤祐子・教授 評議員 日本解剖学会

赤澤祐子・教授 編集委員 雑誌 Helicobacter Research

赤澤祐子・教授 九州支部評議員 日本消化器内視鏡学会

赤澤祐子・教授 代議員 日本ヘリコバクターピロリ学会
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三馬　聡・講師 支部評議員 日本消化器病学会

小澤栄介・講師 九州支部評議員 日本消化器内視鏡学会

赤澤祐子・教授 ダイバーシティ未来構想委員会 長崎大学ダイバーシティ推進センター

三馬　聡・講師 西部会評議員 日本肝臓学会

小澤栄介・講師 九州支部評議員 日本消化器病学会

小澤栄介・講師 評議員 日本胆道学会

小澤栄介・講師 学術評議員 日本消化器内視鏡学会

小澤栄介・講師 学術評議員 日本消化器病学会

松島加代子・教授 理事 日本医学教育学会

松島加代子・教授 評議員 日本レーザー医学会関西支部

小澤栄介・講師 認定資格制度審議委員 日本胆道学会

松島加代子・教授 代議員 日本東洋医学会長崎県支部

松島加代子・教授 副委員長 日本医学教育学会 多様性推進委員会

松島加代子・教授
医学教育モデルコア・カリキュラム調査研
究チーム委員

日本医学教育学会

松島加代子・教授 部会長 日本医学教育学会臨床研修部会

松島加代子・教授 副部会長 日本医学教育学会専門研修部会

松島加代子・教授 臨床研修管理委員会委員 長崎医療センター臨床研修管理委員会

松島加代子・教授 メディカルスタッフ育成プロジェクト委員 日本炎症性腸疾患学会

松島加代子・教授 女性医師の会九州支部会長 日本消化器病学会

松島加代子・教授
日本消化器内視鏡学会女性医師の会九州支
部会長

日本消化器内視鏡学会

松島加代子・教授 学術運営委員会プログラムタスクフォース
日本医学教育学会学術運営委員会プログラム
タスクフォース
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

松島加代子・教授 九州支部評議員 日本消化器内視鏡学会

松島加代子・教授 代議員 日本ヘリコバクター学会

松島加代子・教授 九州支部評議員 日本消化器病学会

橋口慶一・講師 九州支部評議員 日本消化器病学会

橋口慶一・講師 九州支部評議員 日本消化器内視鏡学会

松島加代子・教授 代議員 日本医学教育学会

橋口慶一・講師 学術評議員 日本消化器内視鏡学会

福島真典・助教 九州支部評議員 日本消化器病学会

福島真典・助教 西支部評議員 日本肝臓学会

田渕真惟子・助教 九州支部評議員 日本消化器内視鏡学会

田渕真惟子・助教 九州支部評議員 日本消化器病学会

髙橋孝輔・助教 九州支部評議員 日本消化器病学会

髙橋孝輔・助教 九州支部評議員 日本消化器内視鏡学会

塩田純也・助教 九州支部評議員 日本消化器病学会

塩田純也・助教 九州支部評議員 日本消化器内視鏡学会

猪股寛子・助手 九州支部評議員 日本消化器内視鏡学会

髙橋孝輔・助教 学術評議員 日本消化器内視鏡学会

猪股寛子・助手 九州支部評議員 日本消化器病学会

研　究　題　目

中尾一彦・病院長、
教授

厚生労働省 分担

厚生労働行政推進調査費補助金（エイズ対策
政策研究事業）
血液製剤によるHIV/HCV重複感染患者に対する
肝移植を含めた外科治療に関する研究

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担
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宮明寿光・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)
「Colitic cancerの発症予測を可能とする腸
管幹細胞のゲノム不安定性解析」

中尾一彦・病院長、
教授

日本医療研究開発機構
(AMED) 分担

中尾一彦・病院長、
教授

日本医療研究開発機構
(AMED) 分担

肝炎等克服実用化研究事業　肝炎等克服緊急
対策研究事業
肝硬変患者のQOLの向上及び予後改善に資する
研究

中尾一彦・病院長、
教授

日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)
「活性化肝星細胞におけるSOCS3のエピジェネ
ティック抑制とSTAT3の活性化亢進」

中尾一彦・病院長、
教授

日本医療研究開発機構
(AMED) 分担

「低分子化合物によるヒト肝前駆細胞を用い
た肝硬変治療」

中尾一彦・病院長、
教授

日本医療研究開発機構
(AMED) 分担

「C型肝炎ウイルス排除治療による肝硬変患者
のアウトカムに関する研究開発」

赤澤祐子・教授
長崎県地域医療の研究支援を目
的とした医師団

分担
消化器癌病理組織の線維化AI解析による予後
予測推定

宮明寿光・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)
「活性化肝星細胞におけるSOCS3のエピジェネ
ティック抑制とSTAT3の活性化亢進」

山口直之・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(B)
「短寿命α線放出核種医薬品の内視鏡的局注
療法による消化器がん新規治療戦略の開発」

山口直之・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)
「若年者ピロリ検診の実装化とピロリ胃炎進
展メカニズムの解明」

再生医療実用化研究事業
「表在性非乳頭部十二指腸腫瘍に対する内視
鏡治療と腹腔鏡手術と再生医療を組み合わせ
た革新的な術式の開発」

宮明寿光・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)
「デジタルパソロジーによる病因に基づく非
アルコール性脂肪性肝疾患の病理像の探索」

三馬　聡・講師 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)
「複数の癌特異的代謝をターゲットとする新
規肝癌代謝薬創薬への基盤研究」

赤澤祐子・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)
「Colitic cancerの発症予測を可能とする腸
管幹細胞のゲノム不安定性解析」

赤澤祐子・教授
2023年度 放射線災害・医科学研
究拠点 共同利用・共同研究

代表

Metabolic dysfunction associated fatty
liver diseaseにおけるDNA損傷応答異常解析
を用いた癌リスク検出
Role of DNA damage response in Metabolic
dysfunction associated fatty liver
disease

三馬　聡・講師 日本学術振興会 分担

科学研究費助成事業 挑戦的研究(萌芽)
「臓器によって効果が異なる細胞サイズ調節
遺伝子の作用点から理解する代謝と癌の関
連」

三馬　聡・講師 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)
「活性化肝星細胞におけるSOCS3のエピジェネ
ティック抑制とSTAT3の活性化亢進」
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松島加代子・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

分担

「生体試料からの遺伝子発現プロファイルを
用いた食道がんサブタイプ分類と治療効果と
の関連に関する臨床評価試験 付随研究 ～先
行研究とSUCCESS試験との統合解析」

松島加代子・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

分担

「生体試料からの遺伝子発現プロファイルを
用いた食道がんサブタイプ分類と治療効果と
の関連に関する臨床評価試験 付随研究 ～外
科治療との関連についての解析」

橋口慶一・講師
2022年度
放射線災害・医科学研究拠点共
同研究費助成

代表
53BP1蛍光染色を用いた潰瘍性大腸炎における
発癌リスクの検討

橋口慶一・講師 日本医療研究開発機構(AMED) 協力

再生医療実用化研究事業
「表在性非乳頭部十二指腸腫瘍に対する内視
鏡治療と腹腔鏡手術と再生医療を組み合わせ
た革新的な術式の開発」

橋口慶一・講師 日本学術振興会 分担

科学研究費助成事業 基盤研究(C)
「バイオ3Dプリンティング技術を応用した、
人工子宮構造体によるラット子宮の部分再
生」

橋口慶一・講師
令和4年度　NPO法人
「長崎県地域医療の研究支援を
目的とした医師団」

代表
粘膜下層浸潤を伴う非乳頭部十二指腸癌の特
徴についての検討

福島真典・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)
「デジタルパソロジーによる病因に基づく非
アルコール性脂肪性肝疾患の病理像の探索」

福島真典・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 若手研究
「セラミド含有exosomeを介した新規NASH進展
メカニズムの解明」

佐々木　龍・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 若手研究
「肝細胞癌分子標的薬治療の有害事象予測モ
デルを組み合わせた新規効果予測」

福島真典・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 若手研究
「細胞外小胞が肝臓構成細胞へ与える影響か
らみるNASH治療標的の探索」

髙橋孝輔・助教
長崎県医師会・長崎県医師会助
成金

代表
膵癌EUS-FNA検体を用いた培養システム構築と
新規薬剤感受性試験の確立

赤司太郎・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)
「短寿命α線放出核種医薬品の内視鏡的局注
療法による消化器がん新規治療戦略の開発」

髙橋孝輔・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 研究活動スタート支援
「膵癌EUS-FNA検体を用いたex vivo培養シス
テム構築と新規薬剤感受性試験の確立」

中尾康彦・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 若手研究
「救急医療における深層学習を用いた腹部CT
画像AI診断補助システムの開発」
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 新聞等に掲載された活動

 学術賞受賞

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連

山口直之・准教授

電気的特性(高周波発生装置
設定)からみた新型止血鉗子
RAICHO2ワイドエッジとス
モールカップの有効性

カネカ製品カタロ
グ
（医療従事者向
け）

2023年

「電気的特性（高周波発生装
置設定）からみた新型止血鉗
子RAICHO2ワイドエッジとス
モールカップの有効性」につ
いて報告した。

佐々木　龍・助教

STOP 慢性肝臓病！STOP 肝細
胞がん！
”診断と治療のアップデー
ト”
「肝臓がんの薬物療法」

市民公開講座
長崎医療センター
Youtubeチャンネル

2023年11月16日

「肝臓がんの薬物療法」につ
いて市民の皆様に対して発表
した。

松島加代子・教授 卒後20年、長大愛を紡ぐとき
長崎医学同窓会
朋百

2023年5月
「卒後20年、長大愛を紡ぐと
き」を寄稿した。

中尾康彦・助教
第82回日本癌学会学術総会開
催
がん診断をAI技術で支える

週刊　医学界新聞 2023年10月16日

自らが開発中の、肝細胞癌造
影CT像に対する免疫チェック
ポイント阻害薬の症状改善効
果の予測モデルの有効性につ
いて報告した。

大久保　慶・研修医 研修医奨励賞
日本消化器病学会九州支
部

難治性下腿潰瘍をきたした潰
瘍性大腸炎の一例

氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等

中尾康彦・助教 若手奨励賞 JDDW 2023 運営委員会
胸部X線検査による肝疾患サル
コペニア予測モデルの開発

鍬塚磨呂・専攻医 専攻医奨励賞
日本消化器病学会九州支
部

膵管の高度狭窄を伴う感染性
膵仮性嚢胞に対してドリルダ
イレーターTornusESを用い
た膵管ドレナージ術が有用で
あった一例

杉尾小百合・専攻医 専攻医奨励賞
日本消化器病学会九州支
部

自己免疫性膵炎に１型糖尿病
を合併した一例

林　康平・医員 指導医賞
日本消化器病学会九州支
部

胃hepatoid adenocarcinoma
Stage4の1例

福田大毅・専攻医 専攻医奨励賞
日本消化器病学会九州支
部

胃hepatoid adenocarcinoma
Stage4の1例

塩田純也・助教 指導医賞
日本消化器病学会九州支
部

難治性下腿潰瘍をきたした潰
瘍性大腸炎の一例

11


